
※助成：一般社団法人地域創造

※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

本日はご来場いただき、まことにありがとうございます。
当公演では、全てのお客様に気持ちよく安心して神楽を鑑賞していただくため、
下記のルールを設けています。ご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
（１）会場内での飲食は禁止とさせていただきます。
（２）上演中の立ち歩きや大声での私語など他のお客様のご迷惑になる行為はご遠慮下さい。
（３）お子様連れの方は、お子様が舞台の前に出られると、演出等で危険な場合がございます。　　 
　　  着席での鑑賞をお願いします。
（４）客席内すべてのお席で写真撮影可能です。下記ルールを守って撮影してください。
　　　※ビデオカメラなどを使用しての動画撮影、フラッシュの使用は禁止
　　　※三脚などを使用しての撮影禁止（マスコミ関係など主催者の許可を得ている場合を除く）
（５）新型コロナウイルス感染症対策のため、下記のお願いにご協力ください。
　　　※会場内では必ずマスクを着用し､大きな声での会話や飲食はご遠慮下さい。
　 　　　声援もご遠慮いただき、拍手での応援をお願いします。
　　　※体調不良等、感染の疑いがあるお客様は公演の途中でも退場していただく場合があります｡
　　　※会場内ではスタッフの指示に従って頂きますようご協力をお願いします｡
　　　※「広島コロナお知らせQR」ならびに「COCOA」へのご登録をお願いします。

以上です。どうぞ、最後までごゆっくりお楽しみ下さい。

天慶二年、桓武天皇（かんむてんのう）の流れを継ぐ平将門（たいらのまさか

ど）は、夢の中に現れた菅原道真（すがわらのみちざね）の霊魂からお告げを

授かり、平忠頼（たいらのただより）・藤原玄明（ふじわらのはるあき）らと共に自

らの叔父、平国香（たいらのくにか）を倒し、坂東八ヶ国を治め新しく都を創り

ます。そして自らを新皇と名乗り、朝廷に反乱を起こします。

これを鎮めるため、勅命を受けた下野の国（しもつけのくに）の押領使（おうりょ

うし）藤原秀郷（ふじわらのひでさと）・平貞盛（たいらのさだもり）は、激しい戦い

の末、平将門を倒すという物語です。

この戦いを、将門の乱または天慶の乱といいます。

※この演目は滝夜叉姫の前段で、穴笠神楽団の創作演目です。

 『平将門』　　　　　たいらのまさかど
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穴笠神楽団 〜三次市〜
あながさかぐらだん

　穴笠神楽団の発足は1984年(昭和59年）に三次市穴笠町の地元青年団が町興しの一環として、神楽を始めた
事がきっかけとなります。高宮町の梶矢神楽団に師事し、練習を重ね1987年(昭和62年）に地元の「天津神社」に初
めて神楽を奉納し、熱い声援を受け、1989年(平成元年)に穴笠青年団から穴笠神楽同好会に名称を変更し、週
一回の練習を重ねながら、地元の敬老会などへの出演を続けてきました。
　2001年(平成13年）に地元へのお礼として、休校となる穴笠分校での舞が新聞に報じられ、穴笠町外からの加入
希望者が少しずつ増え、2004年（平成16年)に穴笠神楽団へと名称を変更しました。
　将門の乱・明神山・戸隠山・阿久利姫など穴笠神楽団のオリジナル演目を加え、現在団員20名で各地の秋祭り、
各種イベントや共演大会などに出演させて頂いております。

8月3日のタイムスケジュール

出演：穴笠神楽団（三次市）

18:00　開場

19:00　団長挨拶

19:05　穴笠神楽団『平将門』

（およそ40分）

19：45　終演
※記載の時間は目安です。多少前後する場合が

　 ございますので、あらかじめご了承ください。


